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新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡
大
す
る
中
、
自
ら

も
感
染
へ
の
不
安
も
持
ち
な
が
ら
も
必
死
に

向
き
合
う
医
療
・
介
護
の
現
場
。
「
マ
ス
ク

や
防
護
具
が
ま
っ
た
く
足
り
な
い
！
」
日
本

医
労
連
は
切
実
な
現
場
の
声
を
集
め
て
記
者

会
見
も
行
い
、
実
態
改
善
対
策
の
緊
急
性
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
4
月
24
日
、
厚

労
省
内
で
記
者
会
見
し
、
医
療
機

関
へ
の
衛
生
物
資
の
調
達
や
財
政

支
援
を
早
急
に
国
の
責
任
で
行
う

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
4
月
7
日

に
公
的
病
院
の
状
況
を
中
心
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
向
き
合
う
医

療
現
場
か
ら
の
訴
え
と
し
て
記
者

会
見
し
た
の
に
続
く
も
の
。
今
回

の
会
見
で
は
、
感
染
拡
大
に
加
え

て
院
内
感
染
が
多
発
す
る
切
迫
し

た
事
態
の
中
で
、
民
間
病
院
も
含

め
た
調
査
の
結
果
を
記
者
発
表
し

ま
し
た
。
会
見
の
冒
頭
、
森
田
し

の
ぶ
中
央
執
行
委
員
長
は
、
「
医

療
現
場
の
き
び
し
い
状
況

に
変
わ
り
は
な
く
、
厳
し

さ
は
む
し
ろ
増
大
し
て
い

る
」
「
残
念
な
事
だ
が
、

差
別
的
な
扱
い
や
風
評
被

害
も
あ
り
、
退
職
を
考
え

て
い
る
労
働
者
も
増
え
て

い
る
」
「
患
者
減
な
ど
に

よ
る
収
入
減
が
経
営
に
深
刻
な
打

撃
と
な
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
国

の
責
任
に
よ
る
物
資
の
調
達
、
財

政
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。
5
月
18
日
に
は
緊
急
調
査
の

結
果
を
も
と
に
政
府
・
厚
労
省
に

対
す
る
第
3
次
の
緊
急
要
請
書
を

提
出
し
、
医
療
機
関
・
介
護
事
業

所
へ
の
緊
急
財
政
支
援
、
衛
生
資

材
の
確
保
な
ど
自
治
体
任
せ
に
せ

ず
国
の
責
任
で
行
う
よ
う
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

4
月
27
日
に
は
、
医
団
連
（
医

療
団
体
連
絡
会
＝
医
労
連
、
全
日

本
民
医
連
、保
団
連
な
ど
5
団
体
）

で
自
見
は
な
こ
厚
労
大
臣
政
務
官

に
面
会
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

へ
の
対
応
に
関
す
る
26
項
目
に
わ

た
る
緊
急
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。
自
見
政
務
官
は
病
院
・
診
療

所
の
危
機
的
状
況
に
対
し
て
「
重

く
受
け
止
め
対
応
し
た
い
」
と
回

答
。
森
田
委
員
長
は
、
医
労
連
の

緊
急
調
査
結
果
を
現
場
の
生
の
声

と
し
て
手
渡
し
、
一
刻
も
早
い
対

応
を
求
め
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
従
事
者
の
絶
対
的

な
不
足
、
長
時
間
過
密
労
働
の
中

で
「
過
労
死
」
を
も
生
む
異
常
な

働
か
さ
れ
方
、
低
医
療
費
政
策
の

中
で
の
病
床
削
減
―
日
本
の
医
療

崩
壊
は
す
で
に
起
き
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
で
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
崩
壊
を
止
め
、
拡
充
へ
の
政

策
転
換
を
も
と
め
る
大
き
な
運
動

が
必
要
で
す
。

安
倍
内
閣
は
検
事
長
ら
検
察
幹

部
の
定
年
延
長
を
内
閣
の
判
断
で

可
能
に
す
る
検
察
庁
法
「
改
正
」

案
の
強
行
成
立
を
ね
ら
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
通
常
国
会
で
の
採
決

を
見
送
り
ま
し
た
。
「
＃
検
察
庁

法
改
正
案
に
抗
議
し
ま
す
」
の
ツ

イ
ー
ト
が
1
0
0
0
万
を
こ
え
る

ほ
ど
「
民
主
主
義
破
壊
だ
」
「
あ

ま
り
に
ひ
ど
い
」
と
の
抗
議
・
反

対
の
声
が
急
速
に
広
が
る
中
、
内

閣
支
持
率
も
急
落
。
国
民
の
声
が

安
倍
内
閣
を
追
い
詰
め
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
単
な
る
国
家
公
務

員
の
定
年
延
長
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
国
家
公
務
員
の
定
年
延
長

は
検
察
官
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」

と
の
従
来
の
解
釈
を
強
引
に
捻
じ

曲
げ
て
、
黒
川
弘
務
東
京
高
検
検

事
長
の
定
年
延
長
を
閣
議
決
定

し
、そ
の
閣
議
決
定
を
法
制
度
上
、

追
認
す
る
た
め
の
法
改
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
が
緊
急

か
つ
最
重
要
課
題
の
時
に
、
法
律

改
定
の
必
要
性
も
説
明
で
き
ず
、

当
の
黒
川
氏
は
「
賭
け
マ
ー
ジ
ャ

ン
」
発
覚
で
辞
職
と
い
う
「
デ
タ

ラ
メ
」
さ
。
何
よ
り
も
、
民
主
主

義
国
家
の
基
礎
を
な
す
「
三
権
分

立
」
を
破
壊
す
る
、
き
わ
め
て
危

険
な
内
容
で
す
。
今
回
の
改
定
案

は
、
政
権
が
検
察
の
人
事
に
恣
意

的
な
判
断
を
も
っ
て
介
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
政
権
に
忖
度
す
る
検

察
を
つ
く
り
か
ね
ま
せ
ん
。
検
察

官
は
時
の
総
理
大
臣
も
逮
捕
・
起

訴
で
き
る
権
限
を
持
ち
、
政
治
権

力
の
不
正
を
法
的
に
追
及
で
き
る

唯
一
の
機
関
で
す
。
政
権
に
と
っ

て
都
合
の
い
い
幹
部
だ
け
を
恣
意

的
に
そ
の
役
職
に
と
ど
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

政
権
へ
の
忖
度
に
よ
っ
て
権
力
犯

罪
が
不
問
に
付
さ
れ
る
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
今
国
会
で
の
成
立

は
断
念
し
ま
し
た
が
、
あ
き
ら
め

て
は
い
ま
せ
ん
。い
ま
す
ぐ
廃
案
、

閣
議
決
定
も
撤
回
す
べ
き
で
す
。

た
た
か
い
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

特養「あずみの里」裁判の学習用DVDが完
成しました。ユーチューブでも観られます。
日本医労連ホームページからもご覧いただ
けます。
https : //youtu.be/0OORKJGUdUo

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
広
が
り
に
伴

い
、
「
緊
急
事
態

宣
言
」
が
発
せ
ら

れ
、
日
本
医
労
連

本
部
役
職
員
も
業

務
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

に
な
り
、
4
月
下
旬
発
行
予
定
の

機
関
紙「
医
療
労
働
者
」を
休
刊
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
、
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
号
か

ら
発
行
を
再
開
し
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
医
療
崩
壊
」と
め
る
た
め
、

「
医
療
崩
壊
」と
め
る
た
め
、
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国
の
責
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迅
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応
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2021年度概算要求に関する要請書
（※大項目のみ抜粋）

2020年5月13日

厚生労働大臣 加藤 勝信 殿
日本医療労働組合連合会
中央執行委員長 森田 しのぶ

２０２１年度概算要求に関する要請書
国民のいのちと健康をまもるため、ご奮闘されていることに敬意を表します。
医療機関や介護・福祉の職場で働いている労働者の労働組合として、患者・利用
者負担の軽減を図るとともに、2017年1月20日付の「労働時間の適正な把握のため
に使用者が講ずべき措置に関するガイドライン」（「新ガイドライン」）に基づく
医療・介護労働者の労働条件を改善するための施策を求めます。また、社会保障費
の自然増分はもとより必要な財政確保と、労働条件改善にむけた財政措置を求めま
す。
以下の項目について来年度の概算要求に反映されますよう要請します。

記

1、医療・介護・福祉施設の新型コロナウィルス感染症対策のため、医療提供体制
の抜本的な強化をはかること。

2、安全で人権を尊重した医療・介護を実現するために、医師・看護師・介護職員
の大幅な増員と労働条件の改善を図ること。

3、いつでも、どこでも、誰でも、必要な医療・介護が十分に受けられる提供体制
を整備すること。社会保障関係費の伸びを抑制することなく、社会保障費を大幅
に増やして必要な財源を確保すること。

4、東日本大震災、九州地震災害、西日本豪雨災害、北海道胆振東部地震、令和元
年東日本台風について、特別の予算措置を行い、被災者の医療・介護の保障に万
全の対策をはかること。

5、消費税を5％に戻すこと。医療・介護事業所の運営に消費税が影響しないよう
財政的な措置を取ること。

6、医療・介護事業所における不払い労働等の労基法違反の根絶にむけ、民間委託
ではなく労働基準監督官を増員し労働基準監督署や労働局の体制を強化し、改善
指導を強化すること。

以上

日
本
医
労
連
は
5
月
13
日
、
2

0
2
1
年
度
概
算
要
求
に
関
す
る

要
請
（
大
項
目
6
個
・
小
項
目
22

個
）
を
厚
労
省
に
行
い
ま
し
た
。

厚
労
省
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
、
健
康

局
、
医
政
局
、
保
健
局
、
老
健
局
、

労
働
基
準
局
、
雇
用
環
境
・
均
等

局
、
大
臣
官
房
会
計
課
の
担
当
者

が
対
応
。

医
療
・
介
護
分
野
の
長
時
間
過

密
労
働
を
是
正
し
、
働
き
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
勤
務
環
境
実
現
に

む
け
、
私
た
ち
の
要
求
を
政
策
に

も
り
こ
み
、
必
要
な
財
政
措
置
を

と
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。特
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
急
速
に
広

が
っ
た
中
で
改
め
て
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
、
医
師
・
看
護
師
不
足
に

つ
い
て
は
、
実
態
調
査
で
集
ま
っ

た
現
場
の
声
も
伝
え
な
が
ら
、
実

情
と
か
け
離
れ
た
需
給
推
計
の
抜

本
的
見
直
し
等
を
強
く
要
請
し
ま

し
た
。

※
概
算
要
求
と
は
…

各
省
庁
が
来
年
度
の
政
策
実

施
に
必
要
な
経
費
を
ま
と
め
財

務
省
に
提
出
す
る
も
の
。

【
パ
ズ
ル
解
答
】
第
1
7
2
9
号
の

答
え
は「
ヒ
ナ
タ
ボ
ッ
コ
」で
し
た
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
ク
オ
カ
ー

ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
①
組
合
（
病
院
）
名
、

②
職
種
、
③
氏
名
、
④
〒
、
⑤
住
所

を
記
入
し
解
答
を
6
／
18
（
木
）
ま

で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
「
読
者
の

ペ
ー
ジ
」
も
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】
〒
1
1
0
―
0
0
1
3

台
東
区
入
谷
1
―
9
―
5
「
日
本
医

労
連
教
育
宣
伝
局
」
Ｆ
Ａ
Ｘ

0
3

―
3
8
7
5
―
6
2
7
0

e-mail:n-ask@irouren.or.jp

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、

日
本
医
労
連
中
央
執
行
委

員
会
で
は
第
70
回
定
期
大

会
に
つ
い
て
、
日
程
の
短

縮
や
開
催
の
仕
方
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
医
労
連

共
済
運
営
委
員
会
は
、
第

70
回
定
期
大
会
で
の
承
認

を
予
定
し
て
い
た
制
度
見

直
し
に
つ
い
て
、
定
期
大

会
の
議
題
と
せ
ず
定
期
大

会
以
降
の
中
央
委
員
会
で

行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
制
度
見
直
し

の
周
知
期
間
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
が

重
な
っ
た
こ
と
や
、
制
度

見
直
し
の
決
定
は
丁
寧
に

行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
た
た
め
で
す
。

一
方
で
、
課
題
と
な
っ

て
い
る
医
療
共
済
の
給
付

超
過
は
、
昨
年
の
水
準
を

大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

医
労
連
共
済
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
も
早
い
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
制
度
見
直

し
の
承
認
は
定
期
大
会
後

の
中
央
委
員
会
で
行
い
ま

す
が
、
制
度
の
運
用
は
当

初
予
定
し
た
2
0
2
1
年

7
月
と
し
て
、
秋
の
段
階

か
ら
制
度
実
施
に
む
け
た

準
備
や
周
知
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
制
度
見
直
し
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
今
年

1
月
の
中
央
委
員
会
で
予

備
提
案
し
た
6
点
で
提
案

す
る
予
定
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
」拡
大

コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
す
る

中
、
日
本
医
労
連
は
、
4
月

に
2
回
の
緊
急
実
態
調
査
を

行
い
、記
者
会
見
で
発
表
し
、

政
府
に
要
請
を
行
っ
て
き

た
。
調
査
で
は
、
「
Ｎ
95
マ

ス
ク
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
ま

で
使
用
」
「
ゴ
ミ
袋
や
カ
ッ

パ
で
代
用
」
等
、
必
要
な
防

護
具
も
不
足
す
る
中
で
感
染

の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
医

療
を
支
え
、
コ
ロ
ナ
受
け
入

れ
や
感
染
対
策
の
た
め
に
よ

り
多
く
の
人
手
を
要
し
、
過

重
労
働
と
な
っ
て
い
る
実
態

が
報
告
さ
れ
た
。
門
前
ト
リ

ア
ー
ジ
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
困

難
を
指
摘
す
る
声
も
多
く
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
遅
れ
て
い
る

中
で
院
内
感
染
が
広
が
っ
て

い
る
実
態
も
出
さ
れ
た
。
厚

労
省
は
通
知
で
、
専
門
性
の

高
い
医
療
従
事
者
の
確
保
を

求
め
た
が
、「
ど
こ
か
ら
連
れ

て
く
る
の
か
」
と
怒
り
の
声

も
あ
が
っ
た
。さ
ら
に
、医
療

従
事
者
に
対
す
る
差
別
的
対

応
の
実
態
も
報
告
さ
れ
た
。

財
政
補
償
は
不
可
欠

受
診
抑
制
、
医
療
体
制
縮

小
、
空
床
確
保
な
ど
に
よ
る

医
療
機
関
の
経
済
的
な
打
撃

も
大
き
い
。
医
労
連
試
算
で

は
、
1
0
0
床
の
稼
働
減
で

1
日
約
5
0
0
万
円
、
月
額

約
1
億
5
千
万
円
の
収
入
減

で
あ
る
。
東
京
・
杉
並
区
に

よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
受
け
入
れ

病
院
は
月
2
億
円
の
損
失
が

あ
る
。
政
府
は
、
診
療
報
酬

を
2
倍
に
し
た
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
の
限

定
的
な
も
の
で
あ
り
、
抜
本

的
な
財
政
支
援
が
必
須
だ
。

医
療
危
機
の
背
景

医
療
危
機
の
背
景
に
は
、

効
率
優
先
の
医
療
費
抑
制
策

が
あ
る
。
診
療
報
酬
が
削
減

さ
れ
、病
床
稼
働
率
を
上
げ
、

ギ
リ
ギ
リ
の
人
員
体
制
で
運

営
す
る
こ
と
が
強
い
ら
れ
て

き
た
。
「
行
革
」
と
称
し
て

国
公
立
病
院
や
保
健
所
が
統

廃
合
さ
れ
、
保
健
所
数
は
1

9
9
6
年
の
8
4
5
か
ら
4

6
9
に
半
減
し
た
。
感
染
症

対
策
が
軽
視
さ
れ
、
1
9
9

6
年
に
9
7
0
0
床
余
あ
っ

た
感
染
症
病
床
は
、
1
8
6

9
床
と
5
分
の
1
に
減
少
。

感
染
症
指
定
病
床
の
9
割
以

上
は
、
政
府
が
「
再
編
統
廃

合
」
を
進
め
て
い
る
公
立
・

公
的
病
院
が
担
っ
て
い
る
。

診
療
実
績
が
少
な
い
と
名
指

し
さ
れ
た
病
院
が
コ
ロ
ナ
の

最
前
線
で
頑
張
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
人
口
10
万
人
あ

た
り
の
病
床
数
は
、
ド
イ
ツ

30
床
に
対
し
イ
タ
リ
ア
は
12

床
程
度
、
日
本
は
イ
タ
リ
ア

の
半
分
以
下
の
5
床
程
度

だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中

で
人
口
1
0
0
0
人
当
た
り

の
医
師
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
5
・
2
、
イ
タ
リ
ア
4
・

0
に
対
し
、
日
本
は
2
・
4

と
少
な
く
、
過
労
死
水
準
の

労
働
時
間
で
必
要
数
を
算
定

し
て
い
る
。
1
0
0
床
当
た

り
の
医
師
数
、
看
護
師
数
で

は
、
日
本
は
欧
米
の
数
分
の

1
で
あ
る
。
精
神
科
に
お
い

て
は
、「
精
神
科
特
例
」で
、よ

り
少
な
い
人
員
体
制
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
コ
ロ
ナ
対
策

を
一
層
困
難
に
し
て
い
る
。

い
の
ち
優
先
の
予
算
を

日
本
医
労
連
は
、
政
府
に

対
し
て
、
マ
ス
ク
・
防
護
具

の
確
保
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

の
整
備
等
と
と
も
に
、医
療
・

介
護
へ
の
財
政
補
償
を
繰
り

返
し
求
め
て
き
た
が
、
政
府

の
補
正
予
算
は
、
感
染
収
束

後
の
Ｇ
ｏ
―
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
1
・
7
兆
円
計
上
す

る
一
方
、
緊
急
を
要
す
る
検

査
や
医
療
体
制
の
強
化
は
、

「
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
」1

4
9
0
億
円
の
み
で
あ
る
。

お
隣
の
韓
国
は
軍
事
費
を
削

っ
て
コ
ロ
ナ
対
策
に
ま
わ
し

て
い
る
。
総
額
1
兆
円
の
イ

ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
や
計
画

が
破
綻
し
て
い
る
辺
野
古
新

基
地
の
建
設
費
等
、
巨
額
の

軍
事
費
や
不
要
不
急
の
予
算

を
削
減
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

予
算
に
ま
わ
す
べ
き
だ
。
利

潤
第
一
・
効
率
優
先
で
、
社

会
保
障
を
削
り
、
格
差
と
貧

困
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
社
会

が
問
わ
れ
て
い
る
。
不
十
分

で
は
あ
っ
て
も
現
場
か
ら
の

声
が
政
治
を
動
か
し
て
い

る
。コ
ロ
ナ
対
策
と
と
も
に
、

公
的
病
院
再
編
計
画
の
撤

回
、
医
療
・
介
護
の
大
幅
増

員
な
ど
、
い
の
ち
最
優
先
の

政
治
へ
の
転
換
を
求
め
る
声

を
あ
げ
よ
う
。

三
浦
宜
子

5
月
5
日
記

厚労省へ要望提出
２０２１年度 概算要求２０２１年度 概算要求

いのち優先の社会へ転換を

制度見直しの周知期間を延ばします


